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論 文 内 容 の 要 旨 
 
災害時におけるネットワーク構築においては、可搬性が高く即時に高効率なネットワークを構築可
能であり、多様な状況に適応可能であることが要求される。本論文は、移動式リソースユニットを用
いた災害時向けの通信ネットワークの構築において、前述の要求を満たすためのネットワーク構築方
法について述べており、全編６章からなる。 
第１章では、災害時における移動式リソースユニットを用いた通信ネットワークに関する研究の背
景と課題、本研究の目的と意義について述べている。 
第２章では、災害時における移動式リソースユニットを用いた通信ネットワークの概要、ならびに
同分野における既存研究について紹介している。さらに、想定ネットワークにおける課題を明確化し、
ネットワークのスループット及び遅延性能の改善が必要であることを明らかにしている。 
第３章では、想定ネットワークにおけるスペクトル効率及び電力効率について着目し、それらを改
善するための手法を提案している。また、数値解析及びシミュレーションを用いた評価によりその妥
当性を検証している点は評価に値する。 
第４章では、災害時におけるネットワーク構築におけるトポロジ制御の必要性について述べ、小規
模ネットワークと大規模ネットワークそれぞれに対する２つのトポロジ制御適応手法を提案してい
る。異なる環境を想定し高効率なネットワーク構築手法を提案しており、さらに数学的解析を用いて
その有用性を示している点は十分評価に値する。 
第５章では、具体的なアプリケーションとして画像データベースを利用した安否確認システムの利
用に着目し、マルコフ連鎖モデルを用いた想定ネットワークの最適化について述べている。具体化し
たシナリオへの適応についての検討まで実施しており、実用上の観点からも高く評価できる。 
第６章は結論である。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
 災害時におけるネットワーク構築においては、可搬性が高く即時に高効率なネットワークを
構築可能であり、多様な状況に適応可能であることが要求される。本論文は、移動式リソースユ
ニットを用いた災害時向けの通信ネットワークの構築において、前述の要求を満たすためのネッ
トワーク構築方法について述べており、全編６章からなる。 
第１章では、災害時における移動式リソースユニットを用いた通信ネットワークに関する研究
の背景と課題、本研究の目的と意義について述べている。 
第２章では、災害時における移動式リソースユニットを用いた通信ネットワークの概要、なら
びに同分野における既存研究について紹介している。さらに、想定ネットワークにおける課題を
明確化し、ネットワークのスループット及び遅延性能の改善が必要であることを明らかにしてい
る。 
第３章では、想定ネットワークにおけるスペクトル効率及び電力効率について着目し、それら
を改善するための手法を提案している。また、数値解析及びシミュレーションを用いた評価によ
りその妥当性を検証している点は評価に値する。 
第４章では、災害時におけるネットワーク構築におけるトポロジ制御の必要性について述べ、
小規模ネットワークと大規模ネットワークのそれぞれに対する２つのトポロジ制御適応手法を提
案している。異なる環境を想定し高効率なネットワーク構築手法を提案しており、さらに数学的
解析を用いてその有用性を示している点は十分評価に値する。 
第５章では、具体的なアプリケーションとして画像データベースを利用した安否確認システム
の利用に着目し、マルコフ連鎖モデルを用いた想定ネットワークの最適化について述べている。
具体化したシナリオへの適応についての検討まで実施しており、実用上の観点からも高く評価で
きる。 
第６章は結論である。 
以上要するに本論文は、災害時における移動式リソースユニットを用いた通信ネットワークに
おいて多様な環境やシナリオ、ネットワークパラメータを考慮しつつ、スループット及び遅延性
能の改善のための手法を提案しているものであり、応用情報科学並びに情報通信技術の発展に寄
与するところが少なくない。 
 よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
